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〔目的〕

排便 障害 の範 囲や程 度 は多 岐にわ 花っ てい る淡， そ

の 原 因カ§究 明 さ れ た り， 苦 痛 に 対 し て 適 切 な 医 学 的 処

置カミと ら れ る こ と は 少 な い
．

こ れ は
，

排 便 障 害 を 簡 便

で 客 観 的 に 評 価 す る 方 法カ書な い こ とカミ大 き な 要 因 に

な っ て い る と 思 わ れ る
．

著 者 は ｖｉｄｅｏｄｅｆｅｃｏｇｒａｐｈｙ に

着目 し， 排 便 障害 を有す る症 例に 本法 を施 行して， そ

の画 像の 解析 により， 直 腸旺 門の 形態 的異 常と 排便 障

害 の 関 係 を 解 明 す る こ と を 目 的 と し た
．

〔対象 およ び方 漆〕

本 研究 では排 便 困難 を 「１５分以 上の 排便 時間， 残便

感
，

下 剤 の 常 用
，

強 い 怒 責， 涜 腸 の 常 用 ま た は 用 手 排

便な どの 症状 を一 つ以上 認 め， そ のた め苦 痛が 強い も

の」 と 定 義 し た
．

対象 は上記 の定 義を 満た す症状 を有 す るカミ， 器質 的

疾 患 は 否 定 さ れ 淀五００名 で あ る（男 性２１名， 女 性７９名）
．

な お
，

排 便 障 害 を 有 し な い 者２０名 （男 性１０名
，

女 性１０

名） を ＣＯｎｔｒｏ王 と し た
．

方法 は， 被 験者 に粘 欄 に 調整 した１００％ バリ ウ ム を

２００ｍ１涜 腸し，透 視下 に排 泄を行 い，安静 時か ら排 泄終

了 ま で の 直腸 肛 門 の側 面 像 を ビデ オ テ ー プヘ 録 画 し

た
．

ス ポ ッ ト 撮 影 は 安 静 時 と 怒 責 時 に 行 っ た
．

画像 の解 析は，
ビデオテ ー プに 記録さ れ花 透視 画像

か ら怒 責時 の直 腸肛 門部の ダイ ナミ ック な形 態変 化の

異 常 所 見 を パ タ ー ン 化 し
，

分 類 し た
．

ス ポ ッ ト 撮 影 し

た フ ィ ル ム が ら は 直 腸 肛 門 角 を 求 め
，

安 静 時 を ｒｅＳ腕 ｇ

ｔｉｍｅａＲ０ｒｅｃｔａ１ａｎｇｌｅ （Ｒ Ａ）
，

怒 責 時 を ｓｔｒａｉ乃ｉｎｇｔ１ｍｅ

ａｎｏｒｅｃｔａ１ ａηｇ１ｅ （ＳＡ） と し
，

そ の 差 を Ｓ－Ｒ と し た
．

ま た
，

会 陰 下 降 度 （Ｄ） も 計 測 し た
．

形態 的変 化の各 所見 とそ れ ぞれの 計測 値を対 比 し，

各 所見別 に 比較検 討 した．

〔結果〕

１
．

排 便 障 害 群 で は８９例 （８９％） に 種 々 の 直 腸 胚 門 の

形 態 異 常カミみ ら れ た
．

こ 棚 こ対 し ｃｏ 鮒 ｏ１群 で は ３ 例

（１５％） で あ っ た
．

２
．

形 態 異 常 は 犬 別 し て
，

１） 直 腸 壁 の 異 常
，

２） 骨 盤

底 筋 群の異 常，およ び３） 両者 の合 併の３ 群 に分類 さ れ

だ
．

３
．

各 群 は さ ら に 以 下 の よ う に 分 類 さ れ た
．

１） 直腸 壁の 異常 は，直 腸壁 の拡 張と 重積 に細分 類さ

れ
，

前 者 は ｒｅｃｔ㏄ｅｌｅ ６０ 例
， ｗ１ｄｅ ｒｅｃｔｕ㎜ ８ 例 で

，
重

積 は逐３例 で あ っ た
．

２） 骨 盤 底 筋 群 の 異 常 で は ｓｐａｓｔｉｃ ｐｅｌｖｉｃ Ｂｏｏｒ ｓｙｎ－

ｄｒｏｍｅ ５ 例， 恥 骨 直 腸 筋 奇 異 収 縮 ７ 例
，

恥 骨 直 腸 筋 弛

緩 不 全 ５ 例
，

失 禁 ４ 例 で あ っ 花
．

３） 両 者 の 合 併 で は
， ｅｎｔｅｒｏ㏄１ｅ ３ 例

，
直 腸 脱 ６ 例 で

あ っ た
．

４
．

所 見 の な い も の （正 常） は１１例 （１１％） で あ っ た
．

５
．

恥 骨 直 腸 筋 奇 異 収 縮 お よ び 重 積 に は ｒｅｃｔ㏄ｅｌｅ

と の 合 併カ 塙 頻 度 に み ら れ た
．

６
．

各 形 態 別 の ＲＡ
，

ＳＡ
，

Ｓ・Ｒ
，

Ｄ に 関 し て は
，ｃｏｎｔｒｏ１

群 と の 閻 に 有 意 差 が 認 め ら れ る 場 合 も あ っ たカ§，
ぱ ら

っ きカ§大 き が っ た
．

〔考 察お よ び結果〕

従 来 の ｄｅｆｅｃｏｇｒａｐｈｙ で は ｒｅｃｔ㏄ ｅ１ｅ や 重 積 な ど が

論 じら れて きた が， 種々 の 形態 異常 を系 統的 に分 類し
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た も の は な い
．

今 回 分 類 さ れ た 異 常 所 見 の う ち， ｗｉｄｅ

ｒｅ伽 ｍ と恥 骨直 腸筋 弛緩 不全 は本 研究 で新た に 発見，

定 義 さ れ た も の で あ る
．

各 形 態 別 の Ｒ Ａ
，

ＳＡ
，

Ｓ－Ｒ
，

Ｄ に 関 し て は
， ｃｏ 鮒 ｏ１

群 と比 較す ると 統計 学的に ば有 意差 の みら れたも のも

あ る が
，

値 の ぼ ら つ き が 大 き く
，

臨 床 上 の 診 断 基 準 と

し て 採 用 す る に は 問 題 が 多 い と 思 わ れ た
．

従 っ て，

ｖｉｄｅｏｄｅｆｅｃｏｇｒａｐｈｙ に よ る 排 便 障 害 の 診 断 に お い て

は， 種 々 の 計 測 値 は あ く ま で も 補 助 的 な も の で
，

排 便

に 伴う 直腸 肛門 の動 的な 形態変 化カ撮 も重要 であ ると

考 え ら れ た
．

論 文 の 審 査 要 旨

排 便障 害は， 日 常し ばし ば遭 遇する 疾患 で あるカミ， こ れ を客観 的に 評価 する 方法 がなく， 適 切 な医学 的処 置

カミと ら れ る こ と は 少 な い
．

本 論 文 は， ｖｉｄｅｏｄｅｆｅｃｏｇｒａｐｈｙ に 着 目 し， 排 便 困 難 を 有 す る亙００症 例 に 対 し， 粘 欄 バ リ ウ ム を 用 い て， 安 静 時

よ り 排 泄 終 了 ま で
，

直 腸 肛 門 の 側 面 像 を ビ デ オ テ ー プ に 録 画 し
，

そ の ダ イ ナ ミ ッ ク な 形 態 変 化 の 異 常 所 見 を 分

類 した も の で あ る
．

ま た，
直 腸 肛 門 角，

会 陰 下 降 度 を 計 測 し 所 見 別 に 比 較 検 討 し た も の で あ る
．

そ の 結 果
，

排 便 障 害 群 で は８９路 に 形 態 異 常カミみ ら れ る こ と
，

こ れ ら は 直 腸 壁 の 異 常
，

骨 盤 底 筋 群 の 異 常 お よ

び 両 者 の 合 併 の ３ 群 に 大 別 さ れ る こ と を 明 ら か に し， さ ら に 異 常 所 見 の う ち ｗ１ｄｅ－ｒｅｃｔｕｍ，
恥 骨 直 腸 筋 弛 緩 不

全 な ど を 新 た に 発 見 定 義 し た も の で
，

学 術 上
，

購 床 上 価 値 あ る 論 文 で あ る
．

主論文公表誌

Ｖｉｄｅｏｄｅｆｅｃｏｇｒａｐｈｙ に よ る 排 便 障 害 の 形 態 的 研 究

日 本 大 腸 肛 門 病 学 会 雑 誌 第４７巻 第 ５ 号

３８１－３９２頁 （五９９４年 ６ 月 発 行） 朝 比 奈 完

副論文公表誌

１） ビ デ オ デ フ ェ コ グ ラ フ ィ ー
．

Ｔｈｅｒ Ｒｅｓ 王２（２） ：

１５７一王６０（１９９王）朝 比 奈 完，
亀 岡 信 悟

，
山 口 時 子

，

申 西 明 子
，

申 島 清 隆
，

板 橋 道 朗
，

泉 公 成
，

浜

野恭一

２） 軟部 組 織 損 傷 会 陰部 損 傷
． 救 急 医 １４（１２）：

五７００－１７０３ （１９９０） 朝 比 奈 完
，

鈴 木 忠

３） 内視 鏡医 に できる 直腸 ・肛 門の 治療． 消 内視鏡

４（１０）：１４７３－！４７９（１９９２） 亀 岡 信 悟
，

朝 比 奈 完
，

浜野恭一

４） 副伏 在静 脈瘤 の１ 治験 例． 冒本 大腸 肛門病 会 誌

９１（１０）： 醐 ８－１６５４（１９８９） 金 丸 洋
，

朝 比 奈 完

５） Ｓ 状 結腸 癌 による 成人 腸重 積症 の １例． 日 本大

腸 肛 門 病 会 誌 ４４（３）：３垂９－３５３（１９９１）金 兎 洋
，

朝比奈完

６） 超音 波検 査に よる 下腸 間膜 動脈 領域 のリ ンパ 節

転 移 診 断．
日 本 大 腸 肛 門 病 会 誌 ４３（４）：

５９０－５９４（１９９０）亀 岡 信 悟
，

進 藤 廣 成
，

朝 比 奈 完
，

申 島 清 隆
，

富 崎 要
，

神 崎 樽
，

板 橋 道 朗
，

泉

公成， 浜 野恭 一

７） 下部 消 化管 術 後 ＭＲＳＡ 検出 例お よ び 腸炎 発症

例 の 検 討． 日 本 大 腸 胚 門 病 会 誌 ４７（１）：

１００－１０５（１９９４）亀 岡 信 悟
，

板 橋 道 朗
，

桐 田 孝 史
，

鈴 木 啓 子
，

大 石 英 人
，

河 一 京
，

四 條 隆 幸
，

朝

比奈 完， 浜野 恭一

８） Ｓ 状 結 腸 癌 に 対 す る 下 腸 管 膜 動 脈 を温 存 した

Ｒ３郭 清 法． 日 本 犬 腸 肛 門 病 会 誌 ４４（２）：

２５４－２５９（１９９五）亀 岡 信 悟
， 朝 比 奈 完， 中 葛 清 隆，

平 泉 泰 自
，

進 藤 廣 成
，

宮 崎 要
，

神 崎 博
，

板

橋道 朗， 泉 公成， 斎 藤 登， 浜野 恭一

９） 痩 孔内に 限局 した 痔痩 癌の １治 験例． 日 本大 腸

肛 門 病 会 誌 ４４（３）：３６０－３６４ （１９９五） 神 崎 博
，

亀 岡 信 悟
，

朝 比 奈 完
，

呉 兆 礼
，

比 気 利 康
，

泉

公 成
，

板 橋 道 朗
，

宮 崎 要
，

申 島 溝 隆
，

浜 野 恭

１０） 前 処 置 と し て 経 口 腸 管 洗 浄 液 Ｇｏ１ｙｔｅ１ｙ を 用 い

た 注 腸 Ｘ 線 写 真 の 検 討
．

Ｔｈｅｒ Ｒｅｓ １０（１）：

２１４－２２０（１９８９）宮 崎 要
，

亀 岡 信 悟
，

田 申 信 一
，

青 木 淑 恵
， 河 一 京， 秦 真 治， 斎 藤 登， 金

英 宇
，

神 崎 榑
，

米 山 公 造
，

進 藤 廣 成
，

申 島 清

隆， 平泉 泰 自， 朝 比奈 完， 浜野 恭一
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